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一

「真
宗
相
伝
義
1　　
」
に
学
ぶ

廣

　　

瀬

現
在
、
東
本
願
寺
出
版
部
か
ら

「
真
宗
相
伝
義
1　
」

　

(
以
下

「
相
伝
義
書
」
と
略

称
す
る
)
が
刊
行
中
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
江
戸
期
に
お
け
る
東
西
本
願
寺
の
学
寮

・

学
林
の
教
学
の
隆
盛
と
と
も
に
埋
れ
て
い
J
だ
、
そ
れ
ら
に
先
立
つ
真
宗
教
学
の
集

成
で
あ
hソ
、
蓮
如
に
始
ま
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
歴
史
的
な
詳
細
は
庄
司
憲
氏
の

論
稿
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
第

一
回
配
本
時
の
折
り
込
み
に
は
、

「
刊
行
の
こ
と
ば
」
と
し
て
、

こ
の
た
び
刊
行
の
運
び
と
な

っ
た

『
真
宗
相
伝
義
書
』
は
、
実
は
そ
の
よ
う
な

蓮
如
上
人
の
教
学
を
集
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
存
在
は
ご
く

一
部
の
人
に

の
み
知
ら
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。
本
書
の
内
容
は
、
蓮
如
上
人
の
自
筆
本
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、
蓮
如
上
人
が
善
知
識

(法
主
)
相
伝
と
し
て
講
述
さ
れ

「
真
宗
相
伝
義
書
」
に
学
ぷ

は
じ
め
に

た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
相
伝
を
傍
ら
で
聴
聞
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
五
家

・
三

家
を
継
承
す
る
今
日
の
五
箇
寺
寺
院
の
中
で
、
蓮
如
上
人
の
相
伝
の
教
学
と
し

て
後
に
展
開
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
相
伝
の
教
学
は
、
歴
史
的
に
は
本
願
寺
第
十
八
世
、
従
如
上
人
の
頃
、

高
倉
に
学
寮
が
創
設
さ
れ
、
そ
の
学
寮
教
学
の
権
威
が
強
固
に
な
る
に
し
た
が

っ
て
埋
れ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。

と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

当
同
朋
学
園
仏
教
文
化
研
究
所
の
研
究
分
科
会
「
相
伝
義
書
分
科
会
」
に
お
い
て
、

遅

々
と
し
た
歩
み
で
は
あ

っ
た
が
、
と
も
か
く
共
同
し
て
読
も
う
と
い
う
こ
と
で
、

「
相
伝
義
書
」
の
中
核
を
な
す
も
の
と
思
わ
れ
る
、
第
三
巻
所
収
の

『
教
行
信
証
』

の
講
述
に
基
づ
く

聞
書
で
あ
る

『
深
解
別
伝
』

の
学
習
を
輪
読
形
式
で
進
め
て
き

た
。
こ
の
た
び
、

一
通
り
読
み
終
え
た
と
こ
ろ
で
、
そ
の

一
応
の
区
切
り
と
し
て
、

「
相
伝
義
書
」
に
関
し
て
学
び
得
た
と
こ
ろ
を
ま
と
め
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な

二
六
七



二
六
八

親
鸞
が
帰
依
し
た
浄
土
真
宗
な
る
宗
教
世
界
の
全
て
を
尽
く
す
も
の
で
あ
る
。
即
ち

二
十
九
歳
の
親
鸞
を
し
て
帰
せ
し
め
た
、

た
ゞ
念
仏
し
て
弥
陀
に
た
す
け
ら
れ
ま
ひ
ら
す
べ
し
。

な
る

一
言
、
選
択
木
願
念
仏
な
る
師
教
の
徹
底
領
受
の
歩
み
に
お
い
て
、
つ
い
に
見

開
か
れ
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
宗
教
的
自
覚
の
世
界
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
親
鸞
の
二
種
回
向
に
つ
い
て
、
従
来
ど
の
よ
う
に
了
解
さ
れ
て
き
た

の
か
。

一
概
に
は
い
え
な
い
が
、

一
般
的
に
、
香
月
院
深
励
師
の
、

廻
向
と
云
ふ
は
如
来
の
方
か
ら
施
与
し
給
ふ
が
廻
向
な
り
。

(中
略
)
如
来
の

功
徳
を
、
こ
れ
も
衆
生
の
為
め
、
此
れ
も
衆
生
の
為
め
と
、
衆
生
に
め
ぐ
ら
し

向
は
し
む
る
が
廻
向
な
り
。
ま
た
往
相
還
相
と
云
ふ
は
、
衆
生
の
方
に
あ
る
こ

と
な
り
。

(中
略
)
往
還
二
相
は
衆
生
に
約
し
て
名
を
得
る
な
り
。
廻
向
の
言

は
弥
陀
に
約
し
て
、
衆
生
が
娑
婆
よ
り
浄
土
に
往
生
す
る
往
相
も
、
浄
土
か
ら

立
ち
還
り
て
、
衆
生
を
済
度
す
る
還
相
も
、
皆
な
他
力
廻
向
な
り
。
そ
れ
を
二

種
の
廻
向
と
云
ふ
。

と
の
釈
に
代
表
さ
れ
る
如
く
、

「
回
向
」
は
如
来
に
属
し
、

「
往
相

・
還
相
」
は
衆

生
に
属
す
る
と
了
解
さ
れ
て
き
た
と
い
え
よ
う
。
如
来
の
回
向
に
よ

っ
て
、
衆
生
の

う
え
に
往
相
と
還
相
の
二
相
が
実
現
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
今
日
、
『
教
行
信
証
』

の
一
般
的
な
手
引
き
書
と
さ
れ
て
い
る
、
山
辺
習
学

・
赤
沼
智
善
共
著
の

『
教
行
信

証
講
義
』
に
も
、

聖
人
の
義
に
従
え
ば
、
二
種
廻
向
の
う
ち
、
往
は
往
生
浄
土
で
、
還
は
還
来
磁

掴
渡
人
沃
で
あ
る
。
湘
は
湘
獣
の
儀
で
す
が
た
と
い
2
」と
で
あ
る
。
往
湘
・

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
七

・
八
合
併
号

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、
正
直
な
と
こ
ろ
、
現
時
点
に
お
い
て

「
相
伝
義
書
」
に
つ
い
て
直
接
的

に
何
か
を
論
ず
る
自
信
は
全
く
な
い
。
そ
れ
は
、
何
よ
り
も
私
自
身
の
力
量
に
よ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
ま
た
、

「
相
伝
義
書
」
そ
の
も
の
が
現
在
ま
だ
刊
行
中
で
あ
る

こ
と
に
も
よ
る
。
そ
の
よ
う
な
段
階
で
論
述
す
る
こ
と
は
、

「
相
伝
義
書
」
そ
の
も

の
の
了
解
と
い
う

立
場
か
ら
す
る
な
ら
、

極
め
て
不
充
分
の
誹
り
は

免
れ
え
な
い

し
、
ま
た
、
誤
ま
り
の
多
い
こ
と
に
も
な
ろ
う
か
と
思
う
。
た
だ
、
私
自
身
の
現
在

の
課
題
で
あ
る

「
二
種
回
向
」
に
つ
い
て
、
「
相
伝
義
書
」
、
と
く
に

『
深
解
別
伝
』

に
学
び
つ
つ
尋
ね
た
い
と
2
　う
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、

「
二
種
回
向
」
に
つ
い
て
は
、
既
に

『
同
朋
仏
教
』
第
二
十
号
に
、

「
親

鸞
の
二
種
回
向
観

　

-
凡夫往生道
の確立―
」
として論じたところであ

る
。
論
-日
と
し
て
重
複
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
が
、
本
論
で
は
、
改
め
て

「
相
伝

義
書
」
に
尋
ね
な
お
し
、
さ
ら
に
、
そ
こ
で
の
不
充
分
な
点
を
よ
り
明
確
化
で
き
れ

ば
と
願
う
こ
と
で
あ
る
。

『
教
行
信
証
』

　

「
数
巻
」
冒
頭
に
、

謹
ん
で
浄
土
真
宗
を
按
ず
る
に
、
二
種
の
回
向
有
り
。

一
つ
に
は
往
相
、
二
つ

に
は
還
相
な
‰
。

と
記
さ
誰
る
淘
く
、
二
瀧
囮
向
は
訃
土
謳
宗
の
垠
冰
原
響
で
あ
る
。
さ
ら
心
や
文
4

-



て
、
生
死
の
詞
林
に
廻
入
し
て
、

一
切
衆
生
を
教
化
し
て
、
「乱
」
仏
道
に
{
か
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○

○
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え
し
め
た
ま
う
な
り
。
若
し
は
往

・
若
し
は
還
、
皆
衆
生
を
抜
き
て
生
死
海
を

渡
せ
ん
が
為
に
、
と
の
た
ま
え
り
。

と
訓
む
。
そ
れ
は
、
往
相

・
還
相
を
如
来
の
事
と
し
て
、
如
来
の
回
向
そ
の
も
の
の

二
相
と
い
う
了
解
に
立

っ
た
訓
み
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
往
相
は
、

如
来
が
そ
の
功
徳
を

一
切
衆
生
に
回
施
し
て
、
共
に
阿
弥
陀
の
浄
土

へ
往
生
し
た
も

う
相
で
あ
り
、
還
相
は
、
如
来
が
生
死
の
詞
林
に
廻
入
し
て

一
切
衆
生
を
教
化
し
、

共
に
仏
道
に
向
か
え
し
め
た
も
う
相
で
あ
る
。
故
に
ま
た
、
親
鸞
は
そ
の
文
に
引
き

つ
づ

い
て
、

又
云
わ
く
、
浄
入
願
心
は
、

『
論
』
に
日
わ
く
、
又
向
に
観
察
荘
厳
仏
土
功

徳
成
就

・
荘
厳
仏
功
徳
成
就

・
荘
厳
菩
薩
功
徳
成
就
を
説
き
つ
。
此
の
三
種
の

成
就
は
、
回
心
の
荘
厳
し
た
ま
え
る
な
り
と
、
知
る
応
し
と
い
え
り
と
。
応
知

は
、
此
の
三
種
の
荘
厳
成
就
は
、
本
四
十
八
願
等
の
清
浄
の
願
心
の
荘
厳
し
た

ま
う
所
な
る
に
由

っ
て
、
因
浄
な
る
が
故
に
果
浄
な
り
。
因
元
く
し
て
他
0
因

の
有
る
に
は
非
ざ
る
な
り
と
知
る
応
し
と
な
り
、
と
。

と
、
如
来
の
願
心
に
よ
る
荘
厳
浄
土
の
文
を
引
く
の
で
あ
る
。
こ
の
願
心
荘
厳
の
文

が
、
先
の
二
種
回
向
の
文
の
往
相
回
向
の
内
容
を
、
さ
ら
に
押
え
る
も
の
で
あ
る
こ

と
は
、
次
に
、

又

『
論
』
に
日
わ
く
、
出
第
五
門
は
、
大
慈
悲
を
以
て
一
切
苦
悩
の
衆
生
を

観
察
し
て
、応
化
の
身
を
示
し
て
、生
死
の
薗

・
煩
悩
の
林
の
中
に
回
入
し
て
、

神
通
に
遊
戯
し
教
化
地
に
至
る
。
本
願
力
の
回
向
を
以
て
の
故
に
。
是
を
出
第

二
六
九

還
祖
と
い
う
は
衆
生
に
3
　
し
、
1
　
向
は
弥
陀
但
来
の
方
に
3
　す
る
。
浄
土
に
往

生
し
、
叙
土
に
還
来
し
て
人
天
を
度
す
る
力
用
を
弥
陀
如
来
よ
り
我
等
に
廻
転

趣
向
し
て
下
さ
れ
た
が
二
種
廻
向
で
あ
る
。

と
述
べ
て
、
や
は
り
同
様
の
了
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
親
鸞
の
二
種
回
向

に
つ
い
て
の
表
現
に
立
ち
返

っ
て
み
る
と
き
、
か
か
る
了
解
は
困
難
で
は
な
い
か
。

例
え
ば
、

『
浄
土
文
類
聚
紗
』
に
、

然
る
に
本
願
力
の
回
向
に
二
種
の
相
有
り
、

一
つ
に
は
往
相
、
二
つ
に
は
還
相

な
り
。

と
い
い
、
ま
た

『
如
来
二
種
回
向
文
』
に
は
、

如
来
の
廻
向
に
二
種
あ
り
。
一
に
は
往
相
の
廻
向
、
二
に
は
還
相
の
廻
向
な
叫
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
文
を
素
直
に
読
む
な
ら
、
ど
こ
ま
で
も
、
木
願
力

・

如
来
の
回
向
そ
の
も
の
に
二
種
の
相
が
あ
る
の
で
あ
り
、
往
相

・
還
相
は
回
向
の
相

の
二
種
相
と
し
か
了
解
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
こ
と
は
、
さ
ら
に
、
何
よ

り
も

『
教
行
信
証
』
所
引
の

『
論
註
』
の
二
種
回
向
の
文
に
対
す
る
親
鸞
の
訓
み
に

あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
親
鸞
は
、
『

云
何
が
廻
向
し
た
ま
え
る
。

一
切
苦
悩
の
衆
生
を
捨
て
ず
し
て
、
心
に
常
に
作

願
す
ら
く
、
廻
向
を
首
と
し
て
大
悲
心
を
成
就
す
る
こ
と
を
得
た
ま
え
る
が
故

に
と
の
た
ま
え
り
。
廻
向
に
二
種
の
相
有
り
。

一
つ
に
は
往
相
、
二
つ
に
は
還

相
な
り
。
往
相
は
、
己
が
功
徳
を
以
て
一
切
衆
生
に
廻
施
し
た
ま
い
て
、
作
願

し
て
共
に
彼
の
阿
弥
陀
如
来
の
安
楽
浄
土
に
往
生
せ
し
め
た
ま
う
な
り
。
還
相

は
、
彼
の
土
に
生
じ
已
り
て
、
奢
摩
他
既
婆
舎
那
方
便
力
成
就
す
る
こ
と
を
得

「
真
宗
相
伝
義
書
」
に
学
ぷ

　　　　

。
ノ

　

、



二
七
〇

ら
ね
ど
も
、
と
も
に
機
よ
り
立
つ
処
の
法
門
な
り
。

と
述
べ
て
、
そ
れ
は
機
に
立
場
を
置
い
た

一
分
の
了
解
で
あ
っ
て
、
通
途
の
了
解
で

あ
る
と
指
摘
す
る
。
同
じ
く
、

『
略
本
私
考
』
に
も
、

　　　　　　　　

ブ

ま
ず
通
途
の
義
を
い
わ
ば
、
我
等
が
往
還
は
阿
弥
陀
仏
の
御
功
徳
に
し
て
、
何

事
も
何
事
も
他
力
ぞ
と
、
口
に
も
い
い
心
に
も
お
も
い
な
が
ら
、
能
所
を
わ
け

y

て
信
ず
る
た
ぐ
い
は
、
機
の
安
心
な
り
。

と
、
同
様
の
指
摘
が
さ
れ
て
い
る
。
さ
れ
ば
、

「相
伝
義
書
」
で
は
ど
の
よ
う
に
了

解
す
る
の
か
。

ま
ず
往
相
回
向
に
つ
い
て
、

『
深
解
会
通
』
に
、

往
相
と
は
弥
陀
如
来
弘
願
を
発
し
、
浄
土
を
荘
厳
し
、
衆
生
を
し
て
其
の
土
に

往
生
せ
し
め
た
ま
う
相
を
往
相
と
云
う
な
り
。
相
は
相
貌
の
義
な
り
。
(中
略
)

往
相
回
向
に
値
い
奉
ら
ね
ば
、
凡
夫
の
証
果
を
う
る
こ
と
成
じ
難
し
。

と
い
い
、
ま
た

『
深
解
別
伝
』
に
は
、

「故
大
僧
都
、
故
貫
首
に
上
ら
る
る
筆
記
に

云
わ
く
」

の
文
と
し
て
、

先
ず
往
相
は
仏
の
自
利
に
し
て
、
即
ち
衆
生
の
往
生
の
相
な
り
。
其
の
衆
生
往

生
の
相
を
人
の
四
門
に
成
就
し
て

(兆
載
永
劫

　

積
功
累
徳
)
凡
夫
の
方

へ
廻

ら
し
施
し
、
衆
生
を
他
力
に
向
え
し
め
た
ま
う
を

(令
諸
衆
生

　

功
徳
成
就
)

如
来
の

(
往
相
)
廻
向
と
伝
え
た
ま
え
り
。

と
記
し
て
い
る
。

『
深
解
別
伝
』
に
、
往
相
を
仏
の
自
利
と
し
て
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
衆
生
往
生
の

相
で
あ
る
と
~
力
れ
て
心
る
。
こそ

　0
こ
と
の
意
味
は
、

『
慄
解
会
通
』
に

「
噪
豆
を

同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
七

・
八
合
併
号

五
門
と
名
づ
く
と
の
た
ま
え
り
、
と
。

と
、
還
相
回
向
を
示
す
園
林
遊
戯
地
門
の
文
が
引
か
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
明
ら
か

で
あ
る
。

以
上
の
如
く
、
親
鸞
の
二
種
回
向
に
つ
い
て
の
表
現
か
ら
し
て
、
勿
論
、

南
元
阿
弥
陀
仏
の
廻
向
の

　

恩
徳
広
大
不
思
議
に
て

往
相
廻
向
の
利
益
に
は

　　

還
相
廻
向
に
廻
入
せ
り
。

の

『
和
讃
』
に
代
表
さ
れ
る
如
く
、
そ
の
他
の
表
現
に
お
い
て
さ
ら
に
尋
ね
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
側
面
も
あ
る

(
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
)
に
せ
よ
、
親
鸞
は
二

種
回
向
を
、
根
本
的
に
如
来
回
向
そ
の
も
の
の
二
種
相
と
し
て
把
え
て
い
た
と
い
え

よ
う
。
そ
し
て
、

「相
伝
義
書
」
は
、
基
本
的
に
か
か
る
了
解
に
立

っ
て
親
鸞
の
二

種
回
向
を
釈
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

「
相
伝
義
書
」
に
よ
り
つ
つ
、
さ
ら
に
親
鸞

の
二
種
回
向
観
を
尋
ね
た
い
。

-

-

通
度
以
為
、
阿
弥
陀
如
来
因
位
果
上
の
功
徳
利
益
を
得
て
、
凡
夫
が
往
生
す
る

を
往
相
と
云
い
、
往
生
し
お
わ
り
て
還
来
叔
国
度
人
天
と
、
我
が
娑
婆

へ
か
え

る
を
還
相
と
お
も
え
り
。
こ
れ
も
成
る
程
、
二
種
廻
向
の

一
分
な
ら
ぬ
に
は
あ

『
深
解
別
伝
』
に
は
、
先
に
述
べ
た
、
「
回
向
」
を
如
来
に
属
せ
し
め
、
「
往
相

・

還
相
」
の
二
相
を
衆
生
に
属
せ
し
め
る
と
い
う
、
二
種
回
向
に
対
す
る

一
般
的
了
解

に

つ

い

て
、



ま
う
な
り
。

の
文
に
還
相
回
向
了
解
の
基
本
的
立
場
を
置
い
て
い
る
。

『
深
解
別
伝
』
に
は
、

「弥
陀
如
来
従
‘
如
来
生
、
示
二現

　

報
・
応
化
・
揺
揺
身
こ

と
釈
し
た
ま
え

る

「
従
如
」
の
当
体
、

「
如
」
と
い
う
は
、
阿
弥
陀
仏
の
御
さ
と
り
真
実
証
果

な
り
。

「
来
生
」
と
は
、
還
相
廻
向
の
相
な
り
。
そ
の
相
を
開
い
て
、

「
真
」

「
化
」
の
両
巻
な
り
。
「
一
如
法
海

(従
如
)
よ
り
か
た
ち
あ
ら
は
し

(来
生
)

た
ま
ふ
」
と
の
た
ま
え
る
は
こ
れ
な
り
。
こ
の
還
相
廻
向
の
姿
を
ひ
ら
い
て
、

報
身
は

「真
土
巻
」
、
応
化
身
は

「
化
身
土
」
の
本
、

狐
極
身
は

「
化
身
土
」

の
末
な
り
。
黒
谷
の

「
色
あ
る
も
の
、
声
あ
る
も
の
、
み
な
阿
弥
陀
の
名
な
ら

ぬ
は
な
し
」
と
言
え
る
如
く
、

「
化
土
巻
」
に
引
顕
し
た
ま
う
日
月
星
辰
、
天

竜
鬼
神
、
乃
至

『
弁
正
論
』
、
『
論
語
』
の
文
ま
で
も
何
れ
か
随
類
応
同
の
揺
揺

身
示
現
の
相
な
ら
ざ
る
は
な
し
。

即
ち

巻
初
に

「
夫
拠
‘一諸
修
多
羅
一勘
二決
真

偽
{
教
二
誠
外
教
邪
偽
異
執
こ

と
言
え
る
、
種
極
身
を
現
じ
て
化
を
施
す
に
善

不
善
と
も
に
信
膀
同
じ
く
因
と
成
り
て
、
往
生
浄
土
の
縁
を
成
ぜ
し
め
ん
と
な

り
。
こ
の

「真
」

　

「
化
」
三
巻
の
顕
わ
れ
処
は
、
こ
の

「
従
如
来
生
」
か
ら
な

り
。
み
な
、
善
門
示
現
の
大
悲
を
開
き
た
ま
う
姿
な
り
等
一戸
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
文
を
ど
の
よ
う
に
了
解
す
れ
ば
い
い
の
か
。
特
に
、
真

仏
土
を
も
還
相
と
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
未
だ
了
解
し
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る

(化

身
土
が
還
相
で
あ
る
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
)
。

し
か
し
、
同
じ
く

『
深
解
別
伝
』

に
、

通
途
に
還
相
と
い
う
は
、
面
々
が
な
す
こ
と
と
覚
え
て
居
る
な
り
。
祖
師

一
流

二
七

一’

し
て
其
の
土
に
往
生
せ
し
め
た
ま
う
相
を
往
相
と
云
う
」
と
あ
る
如
く
、
往
相
を
単

に
衆
生
往
生
の
相
と
解
す
る
の
で
は
な
く
、
如
来
が
衆
生
を
し
て
往
生
せ
し
め
た
ま

う
相
を
も

っ
て
往
相
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
、‘
さ
ら
に
往
相
の

「
相
」

に
つ
い
て
、

「相
は
相
貌
の
義
な
り
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の

「相
貌
」
に
つ
い

て

『
略
本
私
考
』
に
、

「
往
」
は
往
生
な
り
。
「
相
」
は
相
貌
な
り
。
そ
の
相
貌
は

「
大
行
」
「
浄
信
」

○

な
り
。

と
押
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

「
相
」
を
、
如
来
回
向
の
大
行

・
浄
信
に
よ
る
衆

生
往
生
の
相
貌
と
す
る
の
で
は
な
く
、
大
行

・
浄
信
そ
の
も
の
が
往
相
の
相
貌
で
あ

る
と
い
う
の
で
あ
り
、
大
行

・
浄
信
に
、
衆
生
を
往
生
せ
し
め
た
も
う
如
来
の
往
相

を
み
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
れ
ば
、

「
相
伝
義
書
」
の
往
相
回
向
の
釈
は
、
先
に
み
た
、

往
相
は
、
己
が
功
徳
を
以
て

一
切
衆
生
に
回
施
し
た
ま
い
て
、
作
願
し
て
共
に

彼
の
阿
弥
陀
如
来
の
安
楽
浄
土
に
往
生
せ
し
め
た
ま
う
な
り
。

と
の
、
親
鸞
の
往
相
回
向
の
表
現
に
契
合
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、

そ
の
文
の

「
回
施
」
の
語
に
往
相
回
向
を

特
徴
づ
け
る
内
容
を
み
る
な
ら
、

そ
の

「
回
施
」
こ
そ
、

衆
生
と
共
に
往
生
し
た
も
う

如
来
の
往
相
が
、

衆
生
の
う
え
に

行

・
信
と
し
て
表
現
し
て
あ
る
相
な
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

で
は
、
次
に

「相
伝
義
書
」
で
は
、
還
相
回
向
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
釈
し
て
い

る
で
あ
ろ
う
か
。

『
教
行
信
証
』

　

「
証
巻
」

の
、

然
れ
ば
弥
陀
如
来
は
如
従
り
来
生
し
て
、
報
応
化
種
種
の
身
を
示
し
現
わ
し
た

[
真
宗
相
伝
義
書
]
に
学
ぷ



同
朋
学
園
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
七
・
八
合
併
号

の
思
召
し
は
、

「
利
他
教
化
地
」
・と
は
阿
弥
陀
如
来
の
方
便
法
身

・
為
物
身
の

方
の
御
名
な
り
。

と
も
述
べ
る
如
く
、
還
相
を
如
来
の
還
相
と
押
え
、
阿
弥
陀
如
来
の
方
便
法
身

・
為

物
身
と
押
え
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、

ま
た
、
先
の
文
に
お
い
て

　

「
従
如
来
生
」
、

そ
れ
と
同
意
の

『
一
念
多
念
文
意
』
の
、

一
如
宝
海
よ
り
か
た
ち
を
あ
ら
わ
し
て
、
法
蔵
菩
薩
と
な
の
り
た
ま
ひ
て
、
元

尋
の
ち
か
ひ
を
お
こ
し
た
ま
ふ
…
…

の
文
を
も

っ
て
解
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
し
て
、
基
本
的
に
、

一
如
が
方
便
法
身
な

る
法
蔵
菩
薩
と
し
て
衆
生
の
現
実
に
顕
現
せ
ん
と
す
る
相
を
還
相
回
向
と
解
す
る
も

の
で
あ
る
と
し
て
間
違
い
で
な
い
と
思
う
。
そ
し
て
、
法
蔵
菩
薩
こ
そ
、
如
来
の
還

相
回
向
成
就
の
相
な
の
で
あ
る
。

か
く
い
い
う
る
と
す
る
な
ら
、

「
相
伝
義
1　
」
の
還
相
回
向
の
釈
は
、

生
死
の
祠
材
に
廻
入
し
て
、

一
切
衆
生
を
教
化
し
て
、
共
に
仏
道
に
向
か
え
し

め
た
ま
う
な
り
。

と
の
、
親
鸞
の
還
相
回
向
に
つ
い
て
の
表
現
に
契
合
す
る
も
の
で
あ
る
と

い
え
よ

以
上
の
如
く
、

「
相
伝
義
書
」
は
、
往
相

・
還
相
を
如
来
の
回
向
の
二
種
相
と
し

て
釈
す
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
さ
ら
に

『
深
解
別
伝
』
で
は
、

上
の
往
相
は
、
仏
の
自
利
成
就
な
り
。
此
の
還
相
は
、
仏
の
利
他
成
就
な
り
。

自
利
利
他
満
足
の
法
体
よ
り
あ
ら
わ
る
る
往
還
二
種
な
り
。

と
明
確
に
押
え
、
ま
た

『
略
本
聴
書
』
で
は
、

二
七

二

仏
心
の
上
の
往
還
を
今
二
種
に
開
き
て
釈
す
る
。

と
述
べ
る
の
で
あ
る
。

されば、
かかる
「相伝義書」
の二種
回向
の釈―
それ
は同時
に親鸞
の

二種回向観
とも
いえるがI
は、如何なる宗教的事実を述
べるも
のな
の

で
あ
ろ
う
か
。

親
鸞
の
宗
教
体
験
の
特
質
は
、

称
名
憶
念
有
れ
ど
も
、
元
明
な
お
存
し
て
所
願
を
満
て
ざ
る
は
何
ん
。

と
間
わ
れ
る
如
き

危
機
的
課
題
を
く
ぐ

っ
て
、

阿
弥
陀
に
自
己
が
南
無
す
る
と
い

う
、
自
己
と
阿
弥
陀
と
の
外
的
対
応
関
係
を
破

っ
て
、
自
己
の
根
源
に
、
ま
さ
し
く

南
無
の
主
体
と
し
て
、
阿
弥
陀
の
因
位
な
る
法
蔵
菩
薩
を
体
験
し
た
こ
と
に
あ
る
。

か
く
し
て
、

帰
命
は
本
願
招
喚
の
勅
命
な
‰
○

　　　

’

　　　　　　　　　　　　　　

‘

　

゛

と
い
う
。
而
し
て
、
そ
の
こ
と
は
、

『
大
無
量
寿
経
』
に
説
か
れ
る
如
く
、
如
来
の

本
願
を
因
位
な
る
法
蔵
菩
薩
の
本
願
と
し
て
自
己
の
内
に
体
験
し
た
こ
と
に
ほ
か
な

ら
な
い
。

「
二
河
1　
」

の
、

衆
生
貪
唄
煩
悩
中
能
生
清
浄
願
往
生
心

の

「
能
生
清
浄
願
往
生
心
」
に
つ
い
て
、
『
教
行
信
証
』
お
よ
び

『
浄
土
文
類
聚
紗
』

と
も
に
、
あ
え
て
、

-

-

-



能
生
清
浄
願
心

本
願
者
法
蔵
菩
薩
が
生
死
の
現
実
を
生
き
る
衆
生
の
う
え
に
自
己
を
表
現

(回
施
)

と
私
釈
す
る
の
は
、

か
か
る
事
実
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

内
な
る
願
往
生
心
と
し

　　

し
て
、
共
に
浄
土
に
生
ま
れ
て
阿
弥
陀
た
ら
ん
と
す
る
如
来
の
従
因
向
果
の
相
が
往

て
、
如
来
の
本
願
が
体
験
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　　　　　　　　　　　　　　

相
回
向
で
あ
る
。
さ
れ
ば
、
往
相

・
還
相
の
二
回
向
は
そ
の
自
覚
界
に
お
い
て
無
窮

さ
て
、
し
か
し
、
本
願
が
自
己
の
内
に
体
験
さ
れ
た
と
は
い
え
、
そ
れ
は
ど
こ
ま

　　

の
円
還
性
を
な
す
も
の
で
あ
る
が
、
往
生
せ
し
め
ら
れ
る
衆
生
か
ら
す
る
な
ら
、
還

で
も
如
来
の
本
願
な
の
で
あ

っ
て
、
自
己
に
内
在
的
な

一
心
理
と
し
て
捉
え
る
こ
と

　　

相
回
向
は
往
相
回
向
の
根
拠
と
な
る
も
の
で
あ
り
、

内
在
し
て
自
己
を
救
済
す
る

は
許
さ
れ
な
い
。
か
か
る
信
心
の
相
を
、
親
鸞
は
、

　　　　　　　　　　　　　　

本
願
は
、
還
相
回
向
成
就
な
る
往
相
回
向
の
本
願
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

自
性
唯
心
に
沈
み
て
浄
土
の
真
証
を
厖
如
。

　　　　　　　　　　　　　　　　

い

。

と
批
判
す
る
の
で
あ
る
。
木
願
は
如
来
の
木
願
と
し
て
、
ど
こ
ま
で
も
、
煩
悩
存
在

　　　

「
相
伝
義
書
」
に
お
い
て
、

た
る
衆
生
を
超
越
す
る
と
こ
ろ
に
、
根
拠
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

　　　　

四
十
八
み
な
果
後
、
還
相
の
大
悲
な
り
。

る
。
衆
生
に
即
し
て
い
え
ば
、
直
接
的
に
内
に
見
出
さ
れ
る
も
の
で
な
く
、
否
定
を

　　

と
い
わ
れ
、

通
し
て
、
即
ち

「罪
悪
生
死
の
凡
夫
」
た
る
自
覚
に
お
い
て
出
遇
わ
る
べ
き
も
の
で

　　　　

往
還
に
於
い
て
前
後
を
論
じ
て
、

往
は
先
き
、

還
は
後
と

云
う
こ
と
な
れ
ど

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
親
鸞
は
法
蔵
菩
薩
の
名
を
も

っ
て
経
説

　　　　

も
、
往
還
か
つ
て
前
後
な
き
な
り
。
木
、
往
還
は
不
二
な
り
。
往
の
当
体
、
す

さ
れ
る
本
願
に
つ
い
て
、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

な
わ
ち
還
な
り
。
還
の
当
体
、
す
な
わ
ち
往
な
り
。
今
日
往
相
廻
向
の
心
行
を

弥
陀
仏
の
御
ち
か
ひ
を
、
法
蔵
菩
薩
わ
れ
ら
に
廻
向
し
た
ま

へ
る
。

　　　　　　　　

う
る
は
、
阿
弥
陀
如
来
の
還
相
の
大
悲
に
よ
り
て
う
る
な
り
。

と
、
本
願
は
、
そ
の
本
来
性
に
お
い
て
衆
生
を
超
越
せ
る
果
上
の
弥
陀
の
本
願
な
の

　　

と
い
わ
れ
、

で
あ
り
、
そ
れ
を
い
ま
、
因
位
法
蔵
菩
薩
が
わ
れ
ら
に
現
実
の
本
願
と
し
て
回
向
す

　　　　

十

一
願
果
を
う
る
は
、
二
十
二
の
御
願
廻
向
の
益
ぞ
と
な
り
。
利
他
正
意
、
衆

る
の
で
あ
る
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
親
鸞
に
よ
る
二
種
回
向
開
顕
の
根
本

　　　　

生
が
為
の
仏
と
な
る
は
、
還
相
の
益
な
り
。

が
あ
る
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

等
と
い
わ
れ
る
の
は
、
か
か
る
還
相
回
向
成
就
な
る
往
相
回
向
の
本
願
で
あ
る
こ
と

即
ち
、
親
鸞
に
よ
っ
て
開
顕
さ
れ
た
二
種
回
向
は
、
本
願
の
超
越
性
と
内
在
性
の

　　

を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
、
二
種
回
向
と
の
値
遇
に
つ
い
て
、

原
理
と
し
て
見
開
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
如
来
が
本
願
者
法
蔵
菩
薩
と

　　　　

然
る
に
不
思
議
と
信
ず
る
よ
り
外
は
と
か
く
の
計
い
つ
き
て
崇
み
信
ず
る
よ
う

し
て
「
生
死
の
柵
林
に
廻
入
」
す
る
、
如
来
の
従
果
向
因
の
相
が
還
相
回
向
で
あ
り
、

　　　　

に
な

っ
た
は
、
一一種
の
回
向
の
仏
の
本
願
な
‰
。

「
臭
宗
相
伝
義
書
」
に
学
ぶ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

二
七
三
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衆
生
に
実
体
化
さ
れ
た
何
か
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
ま
さ
し
く
、
自
ら

の
内
に
苦
悩
の
衆
生
を
見
出
す
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
こ
と
を
契
機
と
し
て
従
果
向
因

(還
相
回
向
)
し
、
従
因
向
果

(
往
相
回
向
)
す
る
実
動
す
る
如
来
と
の
値
遇
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。
衆
生
を
救
わ
ん
と
し
て
作
動
す
る
本
願
の
事
実
以
外
に
回
向
の
事

実
は
な
い
の
で
あ
る
。

『
深
解
別
伝
』
に
は
、
回
向
に
つ
い
て
、

本
を
尋
ぬ
れ
ば
、
大
悲
の
欲
生
心
ば
か
り
な
り
。

と
い
う
。
ま
た
、
親
鸞
は
、

こ
れ
ら
の
大
1　
願

(第
十
七

・
十
八

・
十

一
願
)
を
往
相
の
回
向
と
ま
ふ
す
と

○

み
え
た
り
。

(
カ
ツ
コ
内
筆
者
記
)

と
述
べ
て
、

「
往
相
の
回
向
の
願
」
で
は
な
く
、
1　
願
そ
の
も
の
を
も

っ
て

「
往
相

の
回
向
」
と
了
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
れ
ば
、
再
度
、

往
相
は
、
己
が
功
徳
を
以
て

一
切
衆
生
に
回
施
し
た
ま
い
て
、
作
願
し
て
共
に

彼
の
阿
弥
陀
如
来
の
安
楽
浄
土
に
往
生
せ
し
め
た
ま
う
な
り
。
還
相
は
、
彼
の

土
に
生
じ
已
り
て
、
奢
摩
他
吐
婆
舎
那
方
便
力
成
就
す
る
こ
と
を
得
て
、
生
死

の
欄
林
に
廻
入
し
て
、

一
切
衆
生
を
教
化
し
て
、
共
に
仏
道
に
向
か
え
し
め
た

ま
う
な
り
。

と
の
文
に
立
ち
返

っ
て
考
え
る
に
、
親
鸞
の
場
合
、
「
回
施
」
を
は
ず
し
て

「
回
向
」

の
事
実
は
な
い
に
せ
よ
、
真
ち
に

「
回
向
」
イ
コ
ー
ル

「
回
施
」
と
は
解
し
え
な
い

の
で
は
な
い
か
。
従
果
向
因
し
従
因
向
果
す
る
、
如
来
の
衆
生
救
済
の
力
用
が

「
回

向
」
で
あ
り
、
そ
の
回
向
に
つ
い
て
、
従
果
向
因
の
相
で
あ
る
還
相
回
向
の
事
実
内
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と
い
い
、
ま
た
、

今
日
衆
生
の
一
分
に
、
こ
の
還
相
の
益
を
蒙
る
時
を
い
え
ば
、
如
来
の
大
悲
よ

り
し
て
功
徳
を
与
え

施
し
た
ま
う

宿
善
開
発
の
信
心
を

獲
得
せ
し
め

た
ま
う

を
、
利
他
教
化
地
の
果
益
と
言
う

(出
第
五
門
廻
向
成
就
)
。
こ
れ
を

還
相
廻

向
に
あ
い
ホ
る
と
伝
え
た
ま
う
な
り
。
然
れ
ば
、
往
還
の
名
は
二
つ
に
し
て
、

衆
生
の
蒙
る
処
の
利
益
は
、
唯
、

一
時
に
二
種
の
益
が
顕
わ
る
る
な
り
。
是
の

故
に
、
往
の
当
体
即
還
、
還
の
当
体
即
往
な
り
。
二
に
し
て
不
二
、
不
二
に
し

て
二
、
同
じ
か
ら
ず
異
な
る
べ
か
ら
ず
。

と
述
べ
て
、
往
還
は
不
二
で
あ
り
、
往
相
回
向
の
信
心
獲
得
の
と
こ
ろ
に
二
種
回
向

と
の
値
遇
が
あ
る
と
す
る
意
も
、
本
願
と
の
値
遇
が
全
て
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
還
相

回
向
成
就
な
る
往
相
回
向
の
本
願
と
の
値
遇
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
い

え
よ
う
。
か
く
て
、

『
略
本
私
考
』
に
は
、
巧
み
な
1　
喩
を
も

っ
て
、

往
相
還
相
と
も
に
み
な
如
来
の
他
力
方
便
に
し
て
、
自
然
道
理
の
い
た
す
と
こ

ろ
な
り
。
喩
え
ば
、

一
切
の
も
の
の
種
を
地
に
う
ゆ
る
と
き
は
実
と
な
ら
ん
こ

と
を
期
し
、
実
と
な
り
て
は
極
と
な
ら
ん
こ
と
を
期
す
。
種
と
な
り
て
地
に
う

ゆ
る
と
云
う
は
、
如
来
の
他
力
往
相
廻
向
な
り
。
実
と
な
り
て
種
と
な
ら
ん
こ

⑩

と
を
期
す
と
い
う
は
、
還
相
廻
向
の
こ
こ
ろ
な
り
。

と
、
往
還
の
不
二
性
を
示
す
の
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
、
往
還
の
二
相
を
如
来
回
向
の
二
相
と
し
て
と
ら
え
、
信
心
獲
得
の

一
事
の
と
こ
ろ
に
二
種
回
向
と
の
値
遇
を
体
験
す
る
と
す
る
な
ら
、
親
鳥
に
お
け
る

二
種
回
向
に
よ
る
救
い
と
は
、
如
来
と
衆
生
と
を
固
定
的
に
対
立
せ
し
め
、
如
来
が



容
が
生
死
海

へ
の

「
回
入
」
、
衆
生
と
共
な
る
従
因
向
果
の
相
で
あ
る

往
相
回
向
の

事
実
内
容
が

一
切
衆
生

へ
の

「
回
施
」
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

故
に
、
『
深
解
別
伝
』
で
は
、
『
教
行
信
証
』

　

「
信
巻
」
真
仏
弟
子
釈
の
、

往
相
回
向
之
真
心
徹
到

の
文
を
釈
す
る
に
、
通
常
の
釈
の
如
く

「
如
来
の
回
向
に
よ

っ
て
、
衆
生
に
往
相
を

実
現
す
る
如
来
の
真
心
が
徹
到
し
た
」
と
解
せ
ず
、

往
相
回
向
の
真
心
が
成
就
し
て
如
来
の
方
に
あ
る
と
ば
か
り
で
は
、
そ
の
詮
な

○

し
。
徹
到
し
て
法
界
衆
生

へ
顕
わ
れ
ね
ば
円
融
の
教
に
あ
ら
ず
。

と
述
べ
て
、
文
字
通
り
、
如
来
の

「
往
相
回
向
の
真
心
」
が
衆
生
に
徹
到
し
て
顕
現

(
回
施
)
す
る
と
解
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

阿
弥
陀
如
来
の
凡
夫
の
た
め
に
御
身
労
あ
り
て
、
此
の
廻
向
を
我
等
に
あ
た
へ

ん
が
た
め
に
、
廻
向
成
就
し
給
ひ
て
、

一
念
南
兎
と
帰
命
す
る
と
こ
ろ
に
て
。

@

此
の
廻
向
を
我
等
凡
夫
に
あ
た

へ
ま
し
ま
す
な
り
。

と
述
べ
て
、
回
向
を
回
施
す
る
と
す
る
蓮
如
の
述
べ
る
と
こ
ろ
と
同
意
で
あ
る
と
い

え
よ
う
。
さ
れ
ば
、
「
回
向
」
と

「
回
施
」
と
は
直
ち
に
イ
コ
ー
ル
で
は
な
く
、
「
回

施
」
は
還
相
回
向
の

「
回
入
」
と
対
応
し
て
、
往
相
回
向
の
事
実
内
容
で
あ
る
と
い

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
衆
生
の
う
え
に
、
如
来
の
往
相
回
向
が
行
信
と
し
て
表
現

(
回
施
)
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
表
現

(
回
施
)
さ
れ
た
行
信
こ
そ
が
、
如
来
の

衆
生
と
共
に
往
生
せ
ん
と
す
る
往
相
回
向
の
相
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
か
く
い
え
ば
と
て
、
衆
生
に
と

っ
て
、
回
施
の
事
実
を
離
れ
て
回
向
は

な
い
。
回
施
に
お
い
て
、
往
還
二
相
の
回
向
は
衆
生
救
済
の
大
悲
行
た
り
う
る
の
で

「
真
宗
相
伝
義
書
」
に
学
ぶ

あ
る
。
故
に
親
鸞
は
、
回
向
を
回
施
と
同
義
に
使
用
す
る
場
合
も
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
こ
で
、

「
相
伝
義
書
」
が
化
身
土
を
も

っ
て
還
相
の
相
と
し
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
尋
ね
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
先
述
し
た
如
く
、
真
仏
土
を

も
還
相
の
相
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
化
身
土
に
つ
い
て
の
み
述
べ
る
こ
と

は
、
当
然
不
徹
底
の
感
を
免
れ
え
ず
、

ご
言
付
言
す
る
に
止
め
る
ほ
か
は
な
い
。

化
身
土
を
還
相
の
相
と
し
て
い
る
に
つ
い
て
想
起
さ
れ

る

の

は
、

曽
我
量
深
師

の
、

阿
弥
陀
の
国
は

二
重
構
造
で
あ
る
。
真
実
報
土
と
方
便
仮
土
で
あ
る
。

(中

略
)
法
蔵
菩
薩
は
戮
土
に
て
修
行
し
て
お
い
で
に
な
る
、
浄
土
の
み
な
ら
ず
稜

土
ま
で
阿
弥
陀
仏
の
国
、
即
ち
因
位
の
国
と
果
上
の
国
で
あ
る
。

(中
略
)
方

と
戮
土
と
は
同
じ
で
あ
る
、
浄
土
の
外
は
戮
土
、
内
に
て
は
仮
土
、
体

と
の
指
摘
で
あ
る
。
硫
土
を
し
て
法
蔵
菩
薩
修
行
の
土
と
し
て
、
方
便
化
身
土
た
る

の
意
義
を
有
す
る
と
の
指
摘
で
あ
る
。

「
相
伝
義
1　
」
が
化
身
土
を
も

っ
て
還
相
と

す
る
に
つ
い
て
、
『
教
行
信
証
』

　

「
証
巻
」
の

「
従
如
来
生
」
の
語
、
さ
ら
に
、
『
一

念
多
念
文
意
』
の
、

一
如
宝
海
よ
り
か
た
ち
を
あ
ら
わ
し
て
、
法
蔵
菩
薩
と
な
の
り
た
ま
ひ
て
…
…

の
文
に
還
相
の
根
拠
を
見
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
恐
ら
く
、
曽
我
量
深
師
の

指
摘
と
同
意
を
も

っ
て
、
化
身
土
を
還
相
と
了
解
し
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

ま
さ
し
く
、

叙
土
の
根
源
に
従
果
向
因
し
た
ま
え
る
法
蔵
菩
薩
を

感
得
す
る
と

き
、
祓
土
は
如
来
の
教
化
土
と
し
て
の
意
義
を
有
し
て
、
人
間
の
営
為
の
す
み
ず
み
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安
楽
浄
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に
い
た
る
ひ
と

釈
迦
牟
尼
仏
の
ご
と
く
に
て
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に
至
る
ま
で
、

法
蔵
菩
薩
修
行
の
相
の
影
を

宿
す
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、

さ
ら
に

は
、
人
間
の

一
切
の
営
為
そ
の
も
の
の
う
え
に
、
法
蔵
菩
薩
化
現
の
相
を
仰
ぐ
こ
と

と
も
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
、
機
土
を
化
身
土
と
し
て
見
出
さ
れ
、
還
相
の
相

と
し
て
了
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

五
濁
悪
世
に
か

へ
り
て
は

利
益
衆
生
は
き
わ
も
な
し

二
種
回
向
に
つ
い
て
、

「
相
伝
義
書
」
に
よ
り
な
が
ら
、
往
相
を
如
来
の
自
利
の

相
に
し
て
衆
生
と
共
に
浄
土
に
往
生
し
た
ま
う
相
、
還
相
を
如
来
の
利
他
の
相
に
し

て
生
死
の
詞
林
に
廻
入
し
た
ま
う
相
と
了
解
し
て
き
た
。
し
か
し
、
親
鸞
の
二
種
回

向
に
つ
い
て
の
表
現
を
み
る
と
き
、
か
か
る
了
解
の
み
に
尽
き
る
も
の
で
は
な
い
。

そ

の
こ
と
は
、

南
元
阿
弥
陀
仏
の
廻
向
の

　

恩
徳
広
大
不
思
議
に
て

往
相
廻
向
の
利
益
に
は

　　

還
相
廻
向
に
廻
入
せ
り

と
の

『
和
讃
』
の
表
現
に
端
的
に
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
こ
に
は
、
南
元

阿
弥
陀
仏
の
回
向
に
値
遇
し
た
身
の
事
実
と
し
て
、

還
相
回
向
に
回
入
し
た
こ
と

が
、
深
い
恩
徳
感
を
も

っ
て
讃
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
還
相
回
向
が
、
南
無
阿

弥
陀
仏
の
回
向
に
値
遇
し
た
者
の
境
域
と
な
る
こ
と
が
讃
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
れ
ば
、
こ
の
和
讃
の
意
は
、

安
楽
元
量
の
大
菩
薩

　　　

一
生
補
處
に
い
た
る
な
り

普
賢
の
徳
に
帰
し
て
こ
そ

　

叙
国
に
か
な
ら
ず
化
す
る
な
れ

四

如
来
の
廻
向
に
帰
入
し
て

　　

願
作
仏
心
う
る
人
は

自
力
の
廻
向
を
す
て
は
て
ゝ

　

利
益
有
情
は
き
わ
も
な
し

等
の
和
讃
の
意
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
和
讃
の
表
現
に
お
い
て
、
利
他
教
化
な
る
還
相
回
向
が
衆
生

の
事
と
し
て
の
共
通
性
を
有
し
つ
つ
も
、

一
見
す
る
に
、

一
方
で
は
そ
れ
を
現
在
の

事
と
し
、
他
方
で
は
浄
土
往
生
後
の
未
来
の
事
と
し
て
い
る
点
に
お
い
て
差
異
性
を

有
す
る
が
如
く
で
あ
る
。
そ
の
問
題
を
も
含
め
て
、

そ
れ
ら
の
表
現

は
、

二
種
回

向
、
就
中
還
相
回
向
の
い
か
な
る
事
実
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
ら
の
表
現
は
、

「相
伝
義
書
」
を
も

っ
て
い
え
ば
、
恐
ら
く
、

「
二
種
廻
向

の

一
分
」

　

・

　

「
機
よ
り
立
つ
処
の
法
門
」
と
い
わ
れ
て
い
る
内
容
に
相
当
す
る
も
の

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
表
現
を
解
す
る
に
、
全
て
を
実
体
化
し
て
執
を
質
と
す
る
衆

生
の
分
別
心
を
立
場
と
し
て
解
し
て
は
な
ら
な
い
。
ど
こ
ま
で
も
、
如
来
回
向
の
信

心
に
依
る
表
現
な
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
、

「
南
無
阿
弥
陀
仏
の
回
向
」
の
と
こ
ろ
に

開
か
れ
る
二
種
回
向

(還
相
回
向
)
の
表
現
な
の
で
あ
る
。

既
に
み
て
き
た
如
く
、
「
南
無
阿
弥
陀
仏
の
回
向
」
、
そ
れ
は
、
如
来
の
還
相
回
向

成
就
な
る
往
相
回
向
の
本
願
が
、
衆
生
の
現
実
界
に
顕
現

(
回
施
)

　

・
発
起
し
た
事

実
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
衆
生
は
流
転
の
生
か
破
ら
れ
て
浄
土
に
開
か
れ
た
生
か
獲
得



南
元
阿
弥
陀
仏
の
廻
向
の

　

恩
徳
広
大
不
忌
辰
に
て

往
相
廻
向
の
利
益
に
は

　　

還
相
廻
向
に
廻
入
せ
り

と
、
深
い
恩
徳
の
情
を
も

っ
て
讃
す
る
の
で
あ
る
。

さ
れ
ば
、
往
相
回
向
の
信
心
は
、
現
実
を
荷
負
せ
る
法
蔵
菩
薩
の
願
心
に
感
応
し

同
心
し
て
い
く
心
な
る
が
故
に
、
衆
生
煩
悩
海
の
只
中
に
信
心
の
開
発
を
果
し
つ
づ

け
て
い
く
心
と
し
て
、
教
人
信
の
実
践
性
を
必
然
的
に
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

こ

に
、如

来
の
廻
向
に
帰
入
し
て

　　

願
作
仏
心
を
う
る
人
は

自
力
の
廻
向
を
す
て
は
て
ゝ

　

利
益
有
情
は
き
は
も
な
し

と
の

『
和
讃
』
の
意
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
信
心
が
、
既
に
き
わ
も
な
き
有
情
を
利
益

し
つ
つ
あ
る
法
蔵
菩
薩
の
心
に
同
心
し
た
と
こ
ろ
に
開
か
れ
る
、
心
境
の
表
白
で
あ

る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
心
境
は
、
煩
悩
の
1　
か
ら
す
る
な
ら
、
ど
こ
ま
で

も
往
相
の
終
極
な
る
浄
土
往
生
後
の
未
来
の
心
境
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
願
わ
る
べ

き
境
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

安
楽
元
量
の
大
菩
薩

　　　

一
生
補
處
に
い
た
る
な
り

普
賢
の
徳
に
帰
し
て
こ
そ

　

稿
国
に
か
な
ら
ず
化
す
る
な
れ

ざ
れ
心
0　
で
あ
今

し
か
し
、
そ
0　こ
と
は
、
衆
生
の
鳳
悩
性
か
1
　去
さ
れ
た
こ
と

　　

こ
『

貌
鸞
は
、

を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
行
信
は
衆
生
の
煩
悩
性
の
真
只
中
に
顕
現
し
た

如
来
往
相
回
向
の
行
信
な
る
が
故
に
、
衆
生
の
う
え
に
浄
土
の
生
を

開

く

と
同
時

に
、
衆
生
の
煩
悩
性
を
徹
底
し
て
凝
視
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
、
無
辺

な
る
生
死
海
を
荷
負
し
尽
く
さ
ん
と
し
て
、
自
ら
の
根
源
な
る
、
既
に
生
死
海
を
荷

負
し
て
あ
る
還
相
回
向
成
就
の
法
蔵
菩
薩
の
願
心
に
感
応
を
求
め
、
法
蔵
菩
薩
の
願

心
を
自
ら
の
境
位
と
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

思
う
に
、
信
心
が
そ
の
よ
う
に
還
相
回
向
成
就
た
る
法
蔵
菩
薩
の
心
を
心
と
し
て

現
実
を
荷
負
せ
ん
と
す
る
信
心
な
る
が
故
に
、
煩
悩
の
現
実
を

一
歩
た
り
と
も
離
れ

え
な
い
衆
生
の
全
き
救
い
に
な
る
の
で
な
い
か
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
信
心
は
、
衆
生

と
し
て
の
現
実
を
遊
離
し
て
、
極
め
て
個
人
的
な

一
特
殊
心
理
に
堕
す
る
ほ
か
な
い

で
あ
ろ
う
。

『
歎
異
抄
』
の
第
九
条
に
は
、
踊
躍
歓
喜
を
求
め
て

一
特
殊
心
理
と
化

せ
ん
と
す
る
唯
円
の
信
心
の
問
い
に
対
し
て
、
親
鸞
は
、

よ
ろ
こ
ぶ
べ
き
こ
こ
ろ
を
お
さ
へ
て
、
よ
ろ
こ
ば
ざ
る
は
煩
悩
の
所
為
な
り
。

し
か
る
に
、
仏
か
ね
て
し
ろ
し
め
し
て
、
煩
悩
具
足
の
凡
夫
と
お
ほ
せ
ら
れ
た

る
こ
と
な
れ
ば
、
他
力
の
悲
願
は
、
か
く
の
ご
と
し
。
わ
れ
ら
が
た
め
な
り
け

安
楽
浄
土
に
い
た
る
ひ
と

　　

五
濁
悪
世
に
か

へ
り
て
は

釈
迦
牟
尼
仏
の
ご
と
く
に
て

　

利
益
衆
生
は
き
は
も
な
し

の
和
讃
は
、
か
か
る
意
を
讃
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

二
七
七

り
と
し
ら
れ
て
、
い
よ
/
~
、
た
の
も
し
く
お
ぼ
ゆ
る
な
り
。

と
答
え
て
、
信
心
が
、
ど
こ
ま
で
も
煩
悩
の
現
実
を
凝
視
す
る
心
で
あ
り
、
も

っ
て

法
蔵
菩
薩
の
願
心
に
立
ち
返
り
、

「
わ
れ
ら
」
な
る
現
実
を
尽
く
さ
ん
と
す
る
心
な

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
、
往
相
回
向
の
信
心
は
、
還
相
回
向
成

就
な
る
願
心
を
自
ら
の
境
位
と
す
る
こ
と
を
も

っ
て
、
全
き
を
得
る
の
で
あ
る
。
そ

「
真
宗
相
伝
義
書
」
に
学
ぶ
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親
鸞
の

「
回
向
」
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「
回
施
」
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
、
未
だ
充
分
な
了
解
を
な
し
え
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な
い
。
今
後
の
課
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し
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、
使
用
例
を
、
さ
ら
に
検
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を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。
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